
模擬審査 事前研修会 

 

  子どもたちへの応援の気持ちを、ぜひ寄

附としてお寄せください。 

 寄附の手続きは簡単ですので、地域コミュニ

ティ推進課までお気軽にご連絡ください。詳細は

ホームページでもご確認いただけます。なお、寄

附金については税制上の優遇措置があります。 こどもファンドアドバイザー 

 畠中 洋行さん 

【発行元・問い合わせ先】 

 高知市地域コミュニティ推進課（高知市鷹匠町２-１-43） 

    TEL：088－823－9080 

    E-mail：kodomofund@city.kochi.lg.jp 

    URL：http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/21/ 

こどもファンドの情報を発信中！ 

こちらからぜひ「いいね」をお願いします。 

 今年度は、小学４年生から高校３年生までの合計９名が

「こども審査員」に就任しました。6月17日（日）に開催す

る公開審査会において、大人審査員と一緒に、助成団体を

決める公開審査を行います。 

 審査会にのぞむ前に、こども審査員として、自分たちが

企業･団体 様 

●三愛石油カスタマーサービス株式会社  

   代表取締役 八田 聡子   様 

●株式会社 四国清掃工業 

  代表取締役 森国  勇 様 

個人 様 

●久川 憲四郎 様 

28年度以前にご寄附をいただいた皆様は、地域コミュニティ推進課

のホームページに掲載しております。 

 こどもファンドアドバイザーの活用は、大きく分け

て３段階あります。 

   １つ目は、ファンドへの応募を考えた時、どんなこ

とをしたらいいかな？何から始めれば？といった相談

に対し、一緒に考えを整理するサポート。2つ目は、

応募した後、公開審査会において、どんな風にみんな

の前で発表したら良いかを検討する際のサポート。3

つ目は、実際に助成を受けて活動に取り組む中で、い

ろいろな悩みが出てきた際に、どうしたら良いか考え

る時のサポートを行います。 

 応募グループの皆さんがサポートを希望する場合は

もちろん、「来年度はこうちこどもファンドに応募し

てみたいなぁ」と考えている方もお気軽に地域コミュ

ニティ推進課にご連絡ください。 

「こどもファンド」の制度や趣旨を

学び、審査項目を決定します。 

翌週に迫った公開審査会のプレ体験を

します。 

こども審査員と大人審査員が応募団体

に関する情報を共有します。 

事前審査会 

審査をする際に何を重要と考えるのか（審査項目）を、

ワークショップ形式で話し合って決めます。また、審査項

目の決定後は、実際に模擬審査を行い、審査会のプレ体験

をします。研修会の後には、大人審査員と一緒に今年の応

募団体に関する情報を共有する、事前審査会を行います。  
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平成30年度助成応募グループ（予定） 

団体名 活動テーマ 団体名 活動テーマ 

旭地区防災食プロジェクト 
地域のみんなの 

食事を守るんジャー 

太平洋学園 

コミュニティー協力隊 

学内・地域の皆さんとより安心して暮らせ

るまちへ～避難所生活を皆で考えよう～ 

おおつっ子 
満開の笑顔で 

つながれおおつっ子 ＩＫＫＵ

イ ッ ク

絆コミュニティ 地域交流で作る一宮の絆 

虹を見る子どもたち 

プロジェクト 

虹を見る子どもたち 

プロジェクト ｎａｔｕｒａｌ

ナ チ ュ ラ ル

チーム 

豊かな里山の四季の食材を発見し、 

久重のごちそうを広めよう！ 

ＡＯＹＡＧＩ

ア オ ヤ ギ

地域盛り上げ隊 

過去の絶海池を取り戻し、 

地域の笑顔をよみがえらせよう！ 
  

【日時】 

 平成30年６月17日（日）13：30～17：00 

 ※時間は目安です。進行状況により多少前後する場合があり   

  ます。 

 

【会場】 

 保健福祉センター ３階大会議室（塩田町18番10号） 

 ※駐車スペースに限りがありますので、なるべく公共交 

  通通機関をご利用の上、お越し下さい。 

『平成30年度公開審査会』 
 平成30年度の助成団体を決める「こうちこどもファ

ンド公開審査会」を開催します。 

 審査は、応募グループの子どもたちのプレゼンテー

ションを受けて、公募等により選出された小学生・中

学生及び高校生合計９名の「こども審査員」と７名の

「大人審査員」が一緒に行い、審査員の協議も同じ会

場で公開で行います。 

 応募グループの子どもたちは、「自分たちの住むま

ちを良くしていきたい！」と真剣に審査会に臨んでい

ます。公開審査会は、どなたでも自由にご覧いただけ

ますので、会場へぜひ足をお運びいただき、そんな子

どもたちを応援してあげてください。  

 

助成の可否について、こども審査員

が判断を行います。９名のうち、過

半数（５名以上）の推薦を得たグ

ループに助成が決定します。 

発表内容について、こども審査

員と応募グループの子どもたち

との間で、５分間の質疑応答が

行われます。 

応募グループの子どもたちが、

こども・大人審査員に対し、３

分以内で活動目的・内容につい

て説明します。 

公
開
審
査
会
の
流
れ 

助成グループの決定 公開プレゼンテーション 
こども審査員の質疑 
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 各団体の発表や成果物を見て、他団体の活動のアイデアを自分達の活動に活かすことができないか考えて発表

し、質問や意見交換を行いました。団体・審査員の間でたくさんのアイデアや質問が飛び交い、それぞれの活動に

ついて考えを深め合う時間になりました。 

 平成30年３月18日(日)13時30分から、高知市南部

健康福祉センター２階大ホールにて、平成29年度に

助成を受けた６団体が自分たちの活動成果の発表を

行いました。当日は発表団体を含め、約100名の参加者

が、活動を終えて成長した子どもたちの発表に、感心し

ながら聞き入っていました。 

 参加団体や会場に来られた皆さんの投票により、表彰団体が決定しました。 

【ベストこどもファンド賞】 

発表会でのプレゼンテーション、活

動内容など、一番よかったと思うグ

ループ（審査員投票により決定）                                                                                        

表彰団体が決定しました 

交流タイムで意見交換を行いました 
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高知市立久重小学校６年生  旭地区防災食プロジェクト にじいろ発見隊 

【ベストパフォーマンス賞】 

活 動 内 容 や 発 表 会 で の プ レ ゼ ン

テーションが一番良かったグルー

プ（会場投票により決定） 

  【ベストピカッと賞】 

活 動 の 進 め 方 や 活 動 内 容 に つ い

て、工夫や面白さが感じられたグ

ループ（審査員投票により決定） 
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南海ふれあい応援隊  
～ふれあいで地域を元気にしよう～ 

 

 地域の大人の方に講師になってもらい、スポー

ツ・遊び・野菜づくり・釣りなどの「ふれあい教

室」という出前講座を企画し、

夏休みを中心に開催しました。 

また、地域の食材を使った朝食

を地域の方と一緒に作って食べ

る「ふれあい食堂」も開催しま

した。参加者にバッチを配るな

ど工夫し、地域の絆を深めるた

めに活動しました。 

  

  

にじいろ発見隊  
～こども目線でやさしいまちをつくる～ 

 

 はり ま や 橋小 学 校 区 内 の地 域 の 方に イ ンタ

ビューをしながら、「おすすめ・ふしぎ・おもし

ろい・びっくり・おいしい・危ない・注目」の７

つの視点でまちを探検し、集めた情報が一目で分

か る マ ッ プ を 作 成 し ま し

た。完成したマップを使っ

て、消防団や地域の方と一

緒に町を歩いてみるなど、

自分たちのまちをよりよく

するために活動しました。 

高知市立久重小学校 ６年生  
～国際色豊かで災害に負けない久重地区を作ろう～ 

 

 「防災」「国際交流」の２つのテーマで、地域の

方と一緒に活動をしてきました。 

 防災では、防災食試食会を開催したり、避難経路

を記した逃げ地図を作って、それをもとに地域探検

を行うなど活動しまし

た。国際交流では、地

域の食材を使った外国

レシピの開発や、久

重・外国の昔遊び体験

交流を行いました。 

一宮家おもてなし隊 
～一宮家はひとつの大家族やき！！ ～ 

 

 地域の絆を深めるために、日々のあいさつ運動・

清掃活動・防災グッズの作製・高齢者施設での交流

などの活動を行いました。 

 今年度は大島青松園を訪問

し、そこで暮らす人々の生き

方など道徳について学んでき

ました。それを元に今後は

「道徳カルタ」を作成し、地

域の方と交流を行っていく予

定です。 

旭地区防災食プロジェクト  
～地いきのみんなの食事を守るんジャー～ 

 

 旭小学校の中にある畑を使って、防災食（さつ

まいも）を栽培しました。台風の影響で作物が飛

ばされそうになったこともありましたが、地域の

人たちと協力して収穫ができ

ました。また、「防災かまど

べんち」を作って地域との交

流会を開催したり、防災新聞

を発行するなど、農作業や防

災について学びながら、地域

との交流を深めました。 

太平洋学園コミュニティー協力隊  
～学内・地域の皆さんとより安心して暮らせるま

ちへ《被災地から学ぶ防災・被災の対策》～ 

 

 地震の被災地である熊本を視察し、防災に関す

るパネルを作製し、地域での防災活

動を行いました。また、防災啓発の

ためにリーフレットやハンドブッ

ク、ポケットティッシュを作成し、

地域で配布活動を行いました。３月

には学んだことを地域の公民館で発

表し、避難所運営ゲームを行うな

ど、地域との交流を行いました。 

助成団体の活動を紹介します 
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